
JP 3147743 U 2009.1.15

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】サイズと形状とが異なるカードを安定にガイド
するように挿入できるカード用コネクタを提供する。
【解決手段】カード用コネクタは、ハウジングと、この
ハウジングの一方が開口されているカード挿入口と、前
記ハウジングに配置された複数組の接触端子とを備え、
サイズの異なる幅狭第１カードと幅広第２カードとを少
なくとも使用できるカード用コネクタであって、前記ハ
ウジングのカード挿入口に隣接する箇所に回動可能なシ
ャッター部材７が配置され、シャッター部材７には第１
カードをガイドし挿入するためのガイド面と、ガイド面
に突出するように形成される第１カードを制限するため
の凸状リブ７２とを含み、凸状リブ７２には第２カード
をガイドする頂面を有する。
【選択図】図７
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングと、該ハウジングの一方が開口されているカード挿入口と、前記ハウジング
に配置された複数組の接触端子とを備え、サイズの異なる幅狭な第１カードと幅広な第２
カードとを少なくとも使用できるカード用コネクタであって、
　前記ハウジングのカード挿入口に隣接する箇所に回動可能なシャッター部材が配置され
、該シャッター部材には前記第１カードをガイドし挿入するためのガイド面と、該ガイド
面に突出するように形成される第１カードを制限するための凸状リブとを含み、
　前記凸状リブには前記第２カードをガイドする頂面を有することを特徴とするカード用
コネクタ。
【請求項２】
　前記シャッター部材は一対の前記凸状リブを備え、前記第１カードが一対の前記凸状リ
ブの間に制限されることを特徴とする請求項１に記載のカード用コネクタ。
【請求項３】
　前記シャッター部材は、弾性を有する材料で製作されることを特徴とする請求項１に記
載のカード用コネクタ。
【請求項４】
　前記シャッター部材には軸部が形成され、前記ハウジングには前記軸部に収容される孔
が形成されることを特徴とする請求項１に記載のカード用コネクタ。
【請求項５】
　前記ハウジングの両側には、前記第１カードと前記第２カードとを挟む弾性片が配置さ
れることを特徴とする請求項１に記載のカード用コネクタ。
【請求項６】
　前記複数組の接触端子は、前記カード挿入口に隣接する第４接触端子を有し、前記シャ
ッター部材には前記第４接触端子に対応する貫通溝が貫通して形成されることを特徴とす
る請求項１に記載のカード用コネクタ。
【請求項７】
　前記シャッター部材は、保持部と、該保持部から斜めに上向きに延出する本体部とを有
し、前記凸状リブが前記保持部の先端から前記本体部の末端まで延出するように形成され
ることを特徴とする請求項１に記載のカード用コネクタ。
【請求項８】
　前記ハウジングのカード挿入口に隣接する側壁には取り付け溝が設けられ、前記保持部
の両側には前記ハウジングの前記取り付け溝に収容される軸部が形成され、前記軸部には
前記シャッター部材に当接するスプリングが装着されることを特徴とする請求項７に記載
のカード用コネクタ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、カードを接続するためのカード用コネクタであって、複数の規格の異なるカ
ードを、同一のコネクタで扱うことのできるカード用コネクタに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　パーソナルコンピュータやデジタルカメラなどの電子機器の増設記録装置としてカード
用コネクタ装置が一般的に使用されている。このカード用コネクタ装置の記憶媒体として
はＰＣカードやメモリーカードが広く使用されるようになってきている。
【０００３】
　このＰＣカードやメモリーカードは、カード用コネクタ装置に挿着して必要な情報の書
き込み、及び読み取りを行うものであるが、近年においては、小型のメモリーカードには
、長いもの、短いもの、厚いもの、薄いものなど、形状の異なる色々な種類のメモリーカ
ードが開発されており、これらに対応してカード用コネクタ装置も様々な種類のものが開
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発されている。
【０００４】
　この場合、カード用コネクタ装置は１種類のメモリーカードにしか対応しておらず、一
つのカード用コネクタ装置には特定の一つのメモリーカードしか挿着することができなか
った。このため、色々な種類のメモリーカードを使用したい場合には、それぞれのカード
専用のコネクタを、カードの種類だけ用意し、これら複数のカードコネクタをプリント基
板に実装しなくてはならず、プリント基板への占有面積が大きくなるという問題を有して
いる。また、電子機器側では、カードの種類の数だけカード挿入口を別々に用意しなくて
はならず、電子機器筐体に占めるカードコネクタのスペースが大きくなり、電子機器の小
型化が妨げられるという問題も有している。
【０００５】
　このため、この種のカードを利用する電子機器の業界では、外形及びコンタクトパッド
位置の異なる二種類以上のカードを同一のスロットから装脱できるカードコネクタ構造が
望まれてきた。このため、従来技術として特許文献１に示すカード用コネクタが開発され
、このカード用コネクタは、ハウジングと、カードを装着可能なカード挿入部と、ハウジ
ングの底面に第１接触端子及び第２接触端子と、ハウジングに覆うシェルプレートとを含
む。
【０００６】
　上記カード用コネクタは、ＳＤ「ｓｅｃｕｒｅ ｄｉｇｉｔａｌ（登録商標）」カード
及びＭＭＣ (Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｃａｒｄ)カードと、ＭＳ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃ
ｋ（登録商標）」カードや、ＭＳＤｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）
」カードをそれぞれ挿入できる。そのうちのＭＳ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ（登録商標
）」カードは、サイズが５０ｘ２１．５ｘ０．２８ｍｍであり、幅広肉薄カードである。
ＭＳＤｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードは、サイズが３１ｘ
２０．０ｘ１．６ｍｍであり、幅狭肉厚のカードである。
【特許文献１】中国実用新案第２８０７５５２号明細書
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記カード用コネクタは、挿入部と、両側壁と、前記両側壁にＭＳ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓ
ｔｉｃｋ（登録商標）」カードをガイドするためのガイド溝とが設けられ、ＭＳＤｕｏ「
Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードは、ＭＳＤｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ 
Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードに比べて幅狭肉厚カードであるので、ＭＳＤｕ
ｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードがカード用コネクタに挿入さ
れる時に、前記ガイド溝はＭＳＤｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」
カードの挿入をガイドせず、また、カード用コネクタにＭＳＤｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔ
ｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードの挿入をガイドする装置が配置されないので、ＭＳ
Ｄｕｏ「Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ Ｄｕｏ（登録商標）」カードを挿入する過程において
、左右方向での偏りが制限できず、カードとの接続が不安定になる恐れがあった。上述し
た欠点に鑑みて、新型なカード用コネクタを開発することが必要である。
【０００８】
　本考案は、前記の問題点を鑑みなされたもので、サイズと形状とが異なるカードを安定
にガイドするように挿入できるカード用コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記の目的を達成するための、本考案のカード用コネクタは、ハウジングと、このハウ
ジングの一方が開口されているカード挿入口と、前記ハウジングに配置された複数組の接
触端子とを備え、サイズの異なる幅狭な第１カードと幅広な第２カードとを少なくとも使
用できるカード用コネクタであって、前記ハウジングのカード挿入口に隣接する箇所に回
動可能なシャッター部材が配置され、該シャッター部材には第１カードをガイドし挿入す
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るためのガイド面と、ガイド面に突出するように形成される第１カードを制限するための
凸状リブとを含み、前記凸状リブには第２カードをガイドする頂面を有することを特徴と
する。
【００１０】
　また、本考案のカード用コネクタの前記シャッター部材は一対の凸状リブを備え、前記
第１カードが一対の凸状リブの間に制限されることを特徴とする。
【００１１】
　また、本考案のカード用コネクタの前記シャッター部材は、弾性を有する材料で製作さ
れることを特徴とする。
【００１２】
　また、本考案のカード用コネクタの前記シッター部材には軸部が形成され、前記ハウジ
ングには前記軸部に収容される孔が形成されることを特徴とする。
【００１３】
　また、本考案のカード用コネクタの前記ハウジングの両側には、第１カードと第２カー
ドとを挟む弾性片が配置されることを特徴とする。
【００１４】
　また、本考案のカード用コネクタの複数組の接触端子は、前記カード挿入口に隣接する
第４接触端子を有し、前記シャッター部材には第４接触端子に対応する貫通溝が貫通して
形成されることを特徴とする。
【００１５】
　また、本考案のカード用コネクタの前記シャッター部材は、保持部と、保持部から斜め
に上向きに延出する本体部とを有し、前記凸状リブが保持部の先端から本体部の末端まで
に延出するように形成されることを特徴とする。
【００１６】
　さらにまた、本考案のカード用コネクタの前記ハウジングのカード挿入口に隣接する側
壁には取り付け溝が設けられ、保持部の両側には前記ハウジングの取り付け溝に収容され
る軸部が形成され、前記軸部にはシャッター部材に当接するスプリングが装着される。
【考案の効果】
【００１７】
　従来技術に比べ、本考案のカード用コネクタは以下の利点を有し、ハウジングのカード
挿入口に隣接する箇所にシャッター部材を配置するために、幅狭第１カードの左右方向で
の偏りが制限され、サイズと形状とが異なるカードが安定にガイドされてカード用コネク
タに挿入される。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本考案のカード用コネクタ１００の好ましい第１実施形態について、図1 ～図８
を参照して説明する。カード用コネクタ１００は、回路基板に実装され、記憶媒体として
のＸＤ（ＸＤ－ｐｉｃｔｕｒｅ）カード８１と、ＳＤ「ｓｅｃｕｒｅ ｄｉｇｉｔａｌ（
登録商標）」カード８２と、ＭＭＣ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｃａｒｄ）カード８３と、
ＭＭＣｐｌｕｓ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｃａｒｄ　ｐｌｕｓ）カード８４と、ＭＳ(Ｍｅ
ｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ(登録商標))カード８５と、ＭＳＤｕｏ(Ｍｅｍｏｒｙ Ｓｔｉｃｋ 
Ｄｕｏ(登録商標))カード８６との、形状が異なる六種類のカード８を装着できる。ＭＳ
Ｄｕｏカード８６は他のカードに比べて幅狭肉厚のカードであるので、ここでは第１カー
ドと称し、他のカードは第２カードと称する。あらゆるカード８は導電パッド８０をそれ
ぞれ備える。
【００１９】
　カード用コネクタ１００は、ハウジング２と、ハウジング２に装着された複数組の接触
端子と、ハウジング２を覆うシェルプレート３と、ハウジング２に装着されたスイッチ端
子組５とを有する。前記接触端子は、異なるカードに接続するための第１接触端子４１と
、第２接触端子４２と、第３接触端子４３と、第４接触端子４４とを含み、各接触端子に
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は、対応するカードに接続するための接触部がそれぞれ設けられる。
【００２０】
　前記ハウジング２は、天板２６と、挿入部２５と、左右側壁２７、２８と、カード８を
収容するための挿入空間２０とを有する。前記挿入空間２０には天板２６に平行な挿入面
２０３が設けられ、前記挿入面２０３には前記各接触端子に対応するための端子溝がそれ
ぞれ形成される。前記挿入部２５にはカード挿入口（参照記号なし）が設けられる。
【００２１】
　挿入部２５の方向をハウジング２の前端とすると、前記挿入空間２０の後端部２００に
は前記第１接触端子４１を収容するための第１端子溝２１が形成され、前記第１端子溝２
１の下方の箇所には第２接触端子４２を収容するための第２端子溝２２が形成され、前記
第２端子溝２２の前方に第３接触端子を収容するための第３端子溝２３が形成され、前記
挿入部２５に隣接した箇所には第４接触端子を収容するための第４端子溝２４が形成され
ている。前記第２接触端子４２が挿入空間２０の中央に延出するように前記第１接触端子
４１の前に位置し、前記第３接触端子４３が第２接触端子４２の前方に位置する。第１接
触端子４１と第２接触端子４２との間の箇所には複数の誤挿着防止凸部２０４が形成され
ることによって、誤挿着のカードによる第１接触端子４１の破損を防止できる。
【００２２】
　前記第４接触端子４４は、第４端子溝２４に保持される保持部４４０と、保持部４４０
から延出するように形成された回路基板に接続するための半田付け部４４２と、保持部４
４の他端から延出するようにＸＤカード８１に接続するための接触部４４１とを含み、第
４接触端子４４の接触部４４１は他の接触端子４１、４２、４３の接触部の延出方向と反
対方向に伸び、半田付け部４４２が前記ハウジング２の挿入部２５の前方に位置している
。また、前記ハウジング２の第４端子溝２４の両側に隣接する箇所には孔２０２がそれぞ
れ形成される。前記第１接触端子４１と、第２接触端子４２と、第３接触端子４３と、第
４接触端子４４との接触部は、ハウジング２において前後三列に配置される。
【００２３】
　ハウジング２には前記挿入空間２０に突出する弾性片６が配置され、前記弾性片６は左
右側壁２７、２８にそれぞれ配置される第１弾性片６０と第２弾性片６１とを有する。前
記第１弾性片６０は、第１固持部６００と第１押圧部６０１とを有し、前記第２弾性片６
１は、第２固持部６１０と第２押圧部６１１とを有し、前記第１固持部６００と第２固持
部６１０とがハウジング２にそれぞれ保持される。前記弾性片６の第１押圧部６０１と第
２押圧部６１１とにより挿入空間２０に装着されたＭＳカード８５が挟まれ、ＭＳカード
８５の左右方向への移動が制限される。
【００２４】
　前記ハウジング２の左側壁２７には、回路基板に接続されるスイッチ端子組５が配置さ
れ、ＳＤカード８２の挿入を検知するのに用いられる、第１スイッチ端子５０と、第２ス
イッチ端子５１と、第３スイッチ端子５２とが含まれる。このスイッチ端子の組は当業者
に周知の方法であるので、ここでは説明しない。
【００２５】
　前記ハウジング２の挿入部２５に隣接する箇所には、弾性を有する材料で製作され、回
動可能なシャッター部材７が配置され、該シャッター部材７は、保持部７１と、保持部７
１から斜めに延出するように形成される主体部７０とを有し、保持部７１と主体部７０と
の表面にはＭＳＤｕｏカード８６をガイドするためのガイド面７３が形成され、前記ガイ
ド面７３の両側には、保持部７１の先端から主体部７０の末端までの凸状リブ７２がそれ
ぞれ突出するように形成される。保持部７１の両端には、ハウジング２の孔２０２に収容
される軸部７１０が一体に下向きに延出するように形成される。軸部７１０が孔２０２に
係合することによってシャッター部材７がハウジング２に保持される。
【００２６】
　前記シェルプレート３は、本体部３０と、本体部３０から下向きに延出する両側壁３１
とを有し、両側壁３１には、ハウジング２の左右壁２７、２８に形成された係合部２９に
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係合するための係合孔３１０が設けられ、これによってシェルプレート３がハウジング２
に保持される。
【００２７】
　第１カードとしてのＭＳＤｕｏカード８６が挿入空間２０に装着される際に、ＭＳＤｕ
ｏカード８６はガイド面７３のガイドにより前記シャッター部材７の一対の凸状リブ７２
の間に挿入され、ＭＳＤｕｏカード８６の挿入によって主体部７０が押圧されて回動する
ので変形が生じる。ＭＳＤｕｏカード８６が挿入空間２０に完全に装着される際に、ＭＳ
Ｄｕｏカード８６が前記第１弾性片６０と第２弾性片６１との間に位置し、前記第１弾性
片６０と第２弾性片６１とにより挟まれる。前記一対の凸状リブ７２とガイド面７３とに
より、挿入過程においてＭＳＤｕｏカード８６の左右方向への偏りが制限され、前記第１
弾性片６０と第２弾性片６１とによりＭＳＤｕｏカード８６が安定に挿入空間２０に装着
される。
【００２８】
　第２カードが挿入空間２０に挿入される際に、各カードがハウジング２の両側のガイド
溝２０１に沿って、且つカードの下表面が前記シャッター部材７の一対の凸状リブ７２の
頂面に当接しスライドするように挿入される。とりわけ、シャッター部材７の主体部７０
には前記第４接触端子４４に対応するための貫通溝７００が設けられ、ＸＤカード８１が
挿入空間２０に装着される際に、前記第４接触端子４４が前記通溝７００を貫通してＸＤ
カード８１の導電パッドに接続されている。
【００２９】
　図９乃至図１１を参照すると、本考案のカード用コネクタ１００の他の実施形態が示さ
れ、シャッター部材９を除いて、他の部材は第１実施形態と同じなので、ここでは本実施
形態のシャッター部材９だけを説明し、他の部材についての説明は省略する。本実施形態
のシャッター部材９の形状は第１形態のシャッター部材７とほぼ同じで、保持部９５と、
主体部９０と、保持部９５の両側からそれぞれ外方へ突出する軸部９４とを有し、前記主
体部９０のスイッチ端子組に隣接する一側に一つの凸状リブ９７が形成され、前記主体部
９０には、第４接触端子４４の接触部４４１に対応する貫通溝９００が設けられる。前記
各軸部９４には弾性的なスプリング９３がそれぞれ取付られ、該スプリング９３は、柱状
の本体９３０と、ハウジング２に当接するための第１当接部９３１と、シャッター部材９
に当接するための第２当接部９３２とを有する。
【００３０】
　前記ハウジング２の左右側壁には、ガイド溝２０１の下方に位置し、前記挿入空間２０
に連通する取り付け溝９１がそれぞれ形成され、シャッター部材９の軸部９４にスプリン
グ９３が取付けされてから前記取り付け溝９１に収容され、ハウジング２の凸状リブ９７
に離隔する一つガイド溝２０１には挟持片９２が取り付けられ、ＭＳＤｕｏカードが挿入
空間２０に挿入する際に、前記凸状リブ９７と挟持片９２とによりガイドされ、スプリン
グ９３の弾性的な変形でシャッター部材９を下方に回動し、ＭＳＤｕｏカードの左右方向
への偏りが制限される。他のカードを挿入する際に、ガイド溝２０１にそって、カードの
下表面が凸状リブ９７の頂面に当接しスライドするように挿入空間に装着される。
【００３１】
　本考案のカード用コネクタ１００は、シャッター部材７、９が配置されることによって
、挿入する際に幅狭肉厚のＭＳＤｕｏカードがガイドされ、ＭＳＤｕｏカードの左右方向
への偏りが制限される。
【００３２】
　以上、本考案について最良の実施の形態を参照して詳細に説明したが、実施形態はあく
までも例示的なものであり、これらに限定されるものではない。また上述の説明は、本考
案に基づきなしうる細部の修正或は変更など、いずれも本考案の請求範囲に属するものと
する。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
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【図１】本考案に係るカード用コネクタの第１実施形態における組立斜視図である。
【図２】図１に示す第１実施形態のカード用コネクタのシェルプレートが外された斜視図
である。
【図３】本考案に係るカード用コネクタの第１実施形態における分解斜視図である。
【図４】本考案に係るカード用コネクタに使用される六種類のカードの斜視図である。
【図５】図４に示すカード用コネクタに使用される六種類のカードの他の角度から見た分
解斜視図である。
【図６】図２に示す第１実施形態のシェルプレートが外されたカード用コネクタの平面図
である。
【図７】図２に示す第１実施形態のシェルプレートが外されたカード用コネクタの他の角
度から見た斜視図である。
【図８】ＸＤカードが本考案に係るカード用コネクタに挿入される過程の斜視図である。
【図９】本考案に係る第２実施形態でのシェルプレートが外されたカード用コネクタの組
立斜視図である。
【図１０】図９に示す第２実施形態のシェルプレートが外されたカード用コネクタの分解
斜視図である。
【図１１】図９に示す第２実施形態でのシェルプレートが外されたカード用コネクタの他
の角度から見た組立斜視図である。
【符号の説明】
【００３４】
　２　ハウジング
　３　シェルプレート
　５　スイッチ端子組
　６　弾性片
　７、９　シャッター部材
　８　カード
　２０　挿入空間
　２１　第１端子溝
　２２　第２端子溝
　２３　第３端子溝
　２４　第４端子溝
　２５　挿入部
　２６　天板
　２７　右側壁
　２８　左側壁
　２９　係合部
　３０　本体部
　３１　側壁
　４１　第１接触端子
　４２　第２接触端子
　４３　第３接触端子
　４４　第４接触端子
　５０　第１スイッチ端子
　５１　第２スイッチ端子
　５３　第３スイッチ端子
　６０　第１弾性片
　６１　第２弾性片
　７０、９０　主体部
　７１、９５　保持部
　７２、９７　凸状リブ
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　７３　ガイド面
　８１　ＸＤカード
　８２　ＳＤカード
　８３　ＭＭＣカード　
　８４　ＭＭＣｐｌｕｓカード
　８５　ＭＳカード
　８６　ＭＳＤｕｏカード
　９１　取り付け溝
　９２　挟持片
　９３　スプリング
　１００　カード用コネクタ
　２００　後端部
　２０２　孔
　２０３　挿入面
　２０４　誤挿着防止凸部
　３１０　係合孔
　４４０　保持部
　４４１　接触部
　４４２　半田部
　６００　第１固持部
　６０１　第１押圧部
　６１０　第２固持部
　６１１　第２押圧部
　７００、９００　貫通溝
　７１０、９４　軸部
　９３０　本体
　９３１　第１当接部
　９３２　第２ 当接部
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